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はじめに 
 
 我が国において「キャリア教育」という文言が公的に登場し、その必要性が提唱され

たのは、平成 11 年 12 月、中央教育審議会「今後の初等中等教育と高等教育の接続の

改善について（答申）｣でした。 
本答申では、「学校と社会及び学校間の円滑な接続を図るためのキャリア教育（望ま

しい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付けさせるとともに、自己の個

性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育てる教育）を小学校段階から発達

段階に応じて実施する必要がある。」とし、「キャリア教育の実施に当たっては家庭・地

域と連携し、体験的な学習を重視するとともに、各学校ごとに目標を設定し、教育課程

に位置付けて計画的に行う必要がある。また、その実施状況や成果について絶えず評価

を行うことが重要である。（第 6 章）」ことが示されました。そして、本答申が示されて

から、10 余年が経過しました。 
現在、特別支援学校（聴覚障害）においては、在籍児童生徒の多様化（障害の程度、

コミュニケーション法等）に対応し、幼稚部から高等部を視野に入れ、各段階を通して

キャリア教育を推進しています。 
また、近年は、学校卒業後までを見通した一貫教育の重要性が再認識され、キャリア

教育の充実強化は、特別支援学校（聴覚障害）の解決すべき課題の一つとなっています。 
このような点を踏まえ、本研究所聴覚障害教育研究班では、全国特別支援学校（聴覚障

害）におけるキャリア教育の現状と課題を明らかにすることを目的として、アンケート

調査を実施することとしました。 
本調査報告書は、特別支援学校（聴覚障害）における学部（幼稚部、小学部、中学部、

高等部）主事、キャリア教育を担当する分掌部に所属する教員を対象に実施し、その結

果の概要をまとめたものです。本書が、今後の特別支援学校（聴覚障害）のキャリア教

育推進の参考資料をして活用されることを願っています。 
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